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令和８年１月２７日（火）に真岡市青年女性会館ホール 
にて、「ふれあい学習ネットワーク」を開催しました。 
 公民館等を核として、子どもたちと地域の大人のつなが 
りづくりを進めた、「古山自治公民館サロン活動」と「須 
藤小学校思い出づくり流しそうめんイベント」の２つ事例 
を紹介しました。これらのモデル的な取組から見えてきた 
課題や今後の方向性について提案を行いました。 

その後、一般社団法人とちぎ市民協働研究会代表理事の廣 
瀬隆人氏を講師に、大人同士のつながりが地域における居場 
所づくりの基盤となることついて、様々な事例を交えてお話 
いただきました。最後に、それぞれの立場において、これか 
らの地域の居場所づくりについて意見交換を行い、大人のつ 
ながりや気軽に集まることのできる場を創出する必要がある 
ことを再確認しました。「つながりを大切にし、人を笑顔に 
できる人になりたい」「子どもたちのつながりの為には、大 
人のつながりが不可欠であることがわかりました」などの感 
想が寄せられました。 
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芳賀教育事務所ふれあい学習課 

ジュニアリーダース研修会（２／１）   会場：益子町あぐり館 

今年度は、各市町のジュニアリーダーが合同で、「ミニ縁
日」を企画・準備をし、夏休みの宿泊研修会で地域の親子に

体験してもらいました。第 3 回研修会は、栃木県レクリエー
ション協会の大塚一弘氏を講師に、「よりよいコミュニケー
ションのとり方とアイスブレイク」の演習を行いました。後
半は、ワークショップを行い、「自分の強みと次年度の課題」
についてそれぞれの考えを述べ合いました。今後は、地域貢
献活動を見据えた、防災関係の研修内容の必要性を再確認し
ました。 

 古山自治会では、地域福祉委員が中心となり、区役員や区長 OB 等の協力を得て、サロン
を毎月実施しました。ラジオ体操、輪投げ、ビンゴの他に、真岡市の出前講座を活用した落
語やマジック等を楽しんでいます。 
 さらに、高齢者だけでなく、「誰でも来られるサロン」を目指し、 
子ども主導のクイズ大会を企画しました。出題者募集チラシの「大人 
を困らせてみない？」が子どもたちの心に火を付けたのか、5 年生 3 
人が考え抜いた問題を出してくれました。さらに、第 2 回ではクイズ 
の他にトランプも取り入れ、ババ抜きや七並べで老いも若きも盛り上 
がりました。今後は、中学生や高校生に企画段階から参加してもらう 
ことを考えています。 

ふれあい学習推進事業 「ふれあい学習ネットワーク」



 ｢ふれあい学習｣に関する各種情報をお待ちしています。生涯学習やボランティア活動、 
子どものための地域活動、家庭教育支援等の情報をお寄せください。 
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【芳賀町】 さきどり！ハロウィンスタンプラリー 

 真岡青年会議所との共催により、〜地域と人をつなぐプロジェクト〜さきどり！ハロウィ
ンスタンプラリーを開催しました。 

イベントは、小学生とその保護者が対象で、芳賀町役場駐車場・ 
祖母井商店街（チェックポイント）を会場にアニメやゲームのキ 
ャラクターに仮装し、質問ワードを伝え、お菓子やスタンプを集 
めました。イベントボランティアとして、高校生ジュニアリーダ 
ーが、団体の紹介や各チェックポイントに立ち、子どもたちの誘 
導を行いました。 
子どもたちに、楽しみながら町内のお店を知ってもらう良い機 

会を提供でき、たくさんのお菓子をもらった子どもたちからは笑 
顔があふれていました。 

【益子町】 「生物調査してみよう！」  
６月２８日（土）に「ましこいきいきトライやるスクール」の一環として、七井地区新福

寺公民館付近で川の生物調査を行いました。メダカ里親の会の方を講師にお招きし、川で生
物採集をした後、取れた生物について詳しく教えていただきました。 
子どもたちは講師の方の説明が終わると即座に川へ入り、網を使 

ってどんどん生物を採集していき、用意したバケツでは足りないく 
らい多くの生物を採集しました。 
今回の調査では１９種類の生物が確認でき、中には絶滅危惧種の 

メダカやタガメも生息していたため、講師の方も大変驚かれていま 
した。 

各市町での「ふれあい学習」の活動を紹介します！ 
 

【茂木町】 いすづくり体験 

 
茂木町では、自然豊かな自分の町のすばらしさを知ってもらうため、小学５・６年生を対

象とした体験学習を実施しています。 
茂木町は中山間地で、昔から林業が盛んです。今回の講座は、ま

ず、芳賀地区森林組合の講師の先生から茂木町の林業の現状を学び
ました。その中で山の作業で切り出された木材が自分たちの学校の
校舎に使われていることも知り、木材を身近に感じたと思います。
その後、間伐材を使っていすを作りました。いすを組み立てる作業
は、最初は道具を上手に使えませんでしたが、友達と一緒協力し、
最後にはしっかりと完成させました。みんなの「出来た」という歓
声と満面の笑みが印象的でした。 

【市貝町】 サマーボランティア講座について 

 
市貝町では、例年夏休み期間を利用して、中学生を対象とした「サマーボランティア講座」

を開設しています。今年は、中学生が主体的にボランティアに 
ついて考え、実践することをテーマに、NPO 法人いちかい子育 
てネット羽ばたきと協働で、講座の見直しを行いました。 
 講座は全３回で行われ、初日には、カードゲームをとおして、 
寄付による社会貢献を疑似体験しました。２日目には、地域の課 
題と自分のやってみたいことを整理し、４つのチームに分かれ、 
地域で活動する大人を交えて、ボランティアの企画を立案しまし 
た。３日目には、企画した４つのボランティア活動を行いました。 


